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５
月
25
日（
土
）16
時
か
ら
新

川
地
区
会
館
２
階
集
会
室
を
会

場
に
、当
連
合
町
内
会
の
定
期

総
会
・
懇
親
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

総
会
の
出
席
者
は
89
名（
内
訳
は

連
町
三
役
・
理
事
・
幹
事
・
監
査
・

顧
問
27
名
と
各
単
位
町
内
会
の

代
議
員
62
名
）で
し
た
。

　

不
破
総
務
部
長
の
司
会
で
総

会
が
始
ま
り
、村
上
副
会
長
の
開

会
の
こ
と
ば
に
続
い
て
、佐
久
間

会
長
が
挨
拶
を
さ
れ
ま
し
た
。議

事
の
前
に
議
長
・
書
記
・
議
事
録

署
名
人
の
選
出
・
指
名
が
行
わ
れ
、

担
当
の
第
２
町
内
会
か
ら
、加
藤

昭
・
柴
田
優
美
・
城
岡
浩
の
３
氏

が
登
壇
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
事
は
、前
年
度
事
業
、収
支

決
算
、監
査
の
一
連
の
報
告
と
質

疑
応
答
。連
合
町
内
会
合
唱
部
に

関
す
る
会
則
改
正
案
、新
年
度
事

業
計
画
案
、収
支
予
算
案
の
提
案

と
質
疑
応
答
が
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ

ま
し
た
。質
疑
応
答
は
、第
１
町

内
会
の
脱
会
理
由
、合
唱
部
存
続

要
望
、連
町
会
長
選
出
の
単
町
か

ら
の
特
別
理
事
の
要
否
、ス
ポ
ー

ツ
大
会
の
種
目
、予
算
の
繰
入
金

な
ど
に
つ
い
て
行
わ
れ
、議
論
が

白
熱
す
る
と
共
に
、検
討
を
要
す

る
事
項
も
あ
り
ま
し
た
。ま
た
、役

員
改
選
に
伴
う
新
三
役
の
提
案

な
ど
、い
ず
れ
の
議
案
も
出
席
者

一
同
の
拍
手
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
野
本
副
会
長
の
閉
会
の
こ

と
ば
で
総
会
が
終
了
し
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
、新
川
ま
ち
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
前
田
淳
所
長
の
司
会
で

北
区
長
表
彰
が
行
わ
れ
、単
町
役

員
と
し
て
７
年
以
上
務
め
ら
れ
て

い
る
別
掲
の
６
名
に
見
上
雄
一
北

区
長
か
ら
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

　

そ
の
後
の
懇
親
会
に
は
、来
賓

と
し
て
見
上
雄
一
北
区
長
、仙
波

晴
彦
北
区
市
民
部
長
、前
田
淳
新

川
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
所
長

が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。和
や
か
な

歓
談
が
続
く
な
か
で
、単
町
会
長

を
退
任
さ
れ
た
大
山
副
会
長
・
野

本
副
会
長
・
新
田
理
事
・
大
澤
理

事
の
４
氏
が
挨
拶
さ
れ
、遠
藤
会

計
理
事
の
一
本
締
め
で
散
会
し
ま

し
た
。　　
　
　
（
広
報　

坂
田
）
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平
成
31
年
度（
令
和
元
年
度
）

連
合
町
内
会
定
期
総
会

　

新
川
さ
く
ら
並
木
連
合
町
内

会
会
長
の
職
を
拝
命
し
、早
二
年

が
過
ぎ
ま
し
た
。こ
の
間
、多
く
の

皆
様
の
ご
支
援
に
支
え
ら
れ
、今

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
日
ま
で
連
合
町
内
会
を
支
え
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
多
く
の
方
々
に

対
し
、敬
意
を
あ
ら
わ
す
と
共
に
、

こ
の
紙
面
を
お
借
り
い
た
し
ま
し

て
、厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

４
月
21
日
の「
ク
リ
ー
ン
作
戦
」

を
皮
切
り
に
、５
月
19
日
に
開
催

し
ま
し
た「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
」

を
含
む
第
19
回
さ
く
ら
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
関
係
の
イ
ベ
ン
ト
を
支

え
て
く
だ
さ
っ
た
ス
タ
ッ
フ
の
皆

さ
ま
に
も
、厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

本
年
度
は
、役
員
改
選
の
時
期

に
当
た
り
ま
し
た
。今
回
、ご
勇

退
さ
れ
る
役
員
の
方
々
に
は
、こ

れ
ま
で
の
ご
活
躍
に
敬
意
を
あ
ら

わ
す
と
共
に
、感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。ま
た
、新
し
い
役
員
の
方
々
に

つ
き
ま
し
て
は
、今
後
の
ご
活
躍

を
ご
期
待
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ

り
ま
す
。

　

元
号
が
変
わ
る
時
代
の
節
目
に

立
ち
、地
域
の
発
展
に
尽
力
で
き

る
こ
と
に
対
し
、身
の
引
き
締
ま

る
思
い
を
抱
く
と
共
に
、こ
の
重

責
を
全
う
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
に
対
し
、気
持
ち
を
新
た
に

し
て
お
り
ま
す
。

　

来
年
度
は
、さ
く
ら
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
関
係
の
行
事
は
、記
念
す
べ

き
第
20
回
を
迎
え
ま
す
。こ
れ
か

ら
、後
世
に
大
切
な
さ
く
ら
並
木

の
自
然
を
残
す
と
共
に
、各
種
イ

ベ
ン
ト
や
出
前
授
業
な
ど
を
通
じ

て
、時
代
の
要
請
や
変
化
に
対
応

し
て
、歴
史
や
文
化
を
継
承
し
な

が
ら
、地
域
を
育
む
こ
と
に
尽
力

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。今
後
と
も
、皆
さ
ま
の
ご
支
援

を
賜
り
ま
す
よ
う
、よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
、結
び
の
言
葉
と

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、四
月
一
日
付
け
を

も
ち
ま
し
て
北
区
長
に
就
任
い
た

し
ま
し
た
。

　

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
日

頃
よ
り
区
政
や
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
し
て
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、先
の
札
幌
市
長
選
挙
で

秋
元
克
広
市
長
が
再
選
さ
れ
、札

幌
市
も
新
た
な
四
年
が
始
ま
っ
た

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
長
は「
人
を
大
事
に
す
る
こ

と
を
原
点
」に
据
え
、市
民
感
覚

を
大
切
に
し
た
行
政
運
営
を
進
め

て
お
り
ま
す
。

　

三
年
後
の
二
〇
二
二
年
に
は
、

市
制
施
行
百
周
年
と
い
う
大
き

な
節
目
を
迎
え
る
一
方
で
、札
幌

市
は
、人
口
減
少
・
超
高
齢
社
会

と
い
う
大
き
な
時
代
の
転
換
期
に

も
直
面
し
ま
す
。

　

そ
う
し
た
時
代
で
あ
る
か
ら
こ

そ
、誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
し
、世

代
を
越
え
て
い
き
い
き
と
輝
け
る

街
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

北
区
に
お
き
ま
し
て
も
、こ
れ

ら
の
方
針
に
基
づ
き
、よ
り
地
域

の
皆
様
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
、安
全
か
つ
活
気
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

北
区
は
人
口
が
約
二
十
八
万

人
と
市
内
に
あ
る
十
区
の
中
で
最

も
多
く
、面
積
の
広
さ
は
三
番
目

で
す
。そ
の
町
並
み
は
、都
心
部
に

は
札
幌
駅
北
口
再
開
発
事
業
に

よ
り
高
層
ビ
ル
が
建
ち
並
ぶ
一
方
、

郊
外
に
は
美
し
い
並
木
や
河
川
等

自
然
豊
か
で
様
々
な
風
景
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

新
川
地
区
に
お
か
れ
ま
し
て

も
、平
成
十
二
年
四
月
に
完
成
し

た
さ
く
ら
並
木
も
今
年
で
二
十

年
目
を
迎
え
、例
年
、音
楽
祭
や

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
な
ど
地
域

の
皆
様
に
親
し
ま
れ
る
イ
ベ
ン
ト

「
新
川
さ
く
ら
並
木
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」が
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
の
音
楽
祭
に
は
私
も
合
唱

に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、こ
の
よ
う
な
地
域
の
連
帯
感

の
醸
成
の
取
り
組
み
は
大
変
す
ば

ら
し
い
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、新
川
通
が
コ
ー
ス
と

な
る
夏
の
北
海
道
マ
ラ
ソ
ン
で
の

運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
、防
災
訓

練
、交
通
安
全
街
頭
啓
発
、防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
、活
発
な
町
内

会
活
動
を
通
じ
て
、地
域
の
絆
づ

く
り
を
よ
り
一
層
進
め
て
い
た
だ

け
れ
ば
、本
当
に
あ
り
が
た
い
こ

と
だ
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

私
ど
も
と
い
た
し
ま
し
て
も
皆

様
の
活
動
が
、よ
り
活
性
化
さ
れ

る
よ
う
支
援
し
、共
に
考
え
、共
に

行
動
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、今

後
も
さ
く
ら

並
木
を
地
域

の
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
更
な
る

地
域
の
発
展

に
ご
尽
力
い

た
だ
き
、北
区

の
ま
ち
づ
く

り
に
、ご
理
解

と
ご
協
力
を

お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
な

り
ま
す
が
、今

後
も
皆
様
の

ご
活
躍
を
祈

念
申
し
上
げ

ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

会
長
挨
拶

就
任
の
ご
挨
拶

新
川
さ
く
ら
並
木
連
合
町
内
会

会
長　

佐
久
間
　
五い

十そ

也や

札
幌
市
北
区
長

見
上
　
雄
一

平成31年度（令和元年度） 北区長表彰者
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５
月
26
日（
日
）18

時
か
ら
新
川
地
区
会
館

に
て
令
和
元
年
度
の
新

川
地
区
社
会
福
祉
協

議
会
役
員
総
会
・
懇
親

会
が
開
催
さ
れ
、各
推

薦
母
体
か
ら
50
名
弱
が

出
席
し
ま
し
た
。

　

総
会
は
亀
総
務
が

司
会
進
行
し
、大
山
昌

亮
会
長
が
総
会
に
あ
た

り
挨
拶
を
さ
れ
ま
し
た
。

議
事
に
入
る
前
に
議

長
・
書
記
・
議
事
録
署

名
人
の
選
出
・
指
名
が

行
わ
れ
、会
則
に
よ
り

議
長
に
大
山
会
長
、書

記
に
大
谷
浩
志
公
園

町
内
会
福
祉
部
長
、署

名
人
に
は
今
田
よ
し
第

６
町
内
会
福
祉
部
長
が

そ
れ
ぞ
れ
指
名
さ
れ
ま

し
た
。

　

議
事
は
、前
年
度
報
告
事
項
と

し
て
、事
業
報
告
を
亀
総
務
、収
支

決
算
報
告
を
塚
田
会
計
、監
査
報

告
を
藤
田
監
査
が
行
い
、い
ず
れ
も

異
議
な
し
の
拍
手
で
承
認
さ
れ
ま

し
た
。次
に
、令
和
元
年
度
の
事
業

計
画
案
、収
支
予
算
案
が
、そ
れ
ぞ

れ
担
当
の
総
務
と
会
計
か
ら
提
案

さ
れ
、こ
ち
ら
も
異
議
な
し
の
拍

手
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、任

期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
の
提
案

も
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
、40
分
程

で
総
会
が
終
了
し
ま
し
た
。

　

総
会
後
は
懇
親
会
が
行
わ
れ
、

伊
藤
智
北
区
保
健
福
祉
部
長
、石

山
克
徳
北
区
社
会
福
祉
協
議
会

事
務
局
長
、北
区
社
会
福
祉
協
議

会
の
新
川
担
当
職
員
、介
護
予
防

セ
ン
タ
ー
新
川
新
琴
似
西
の
木
本

雅
之
セ
ン
タ
ー
長
、前
田
淳
新
川

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
所
長
、佐

久
間
連
合
町
内
会
会
長
、坂
田
好

男
顧
問
が
来
賓
と
し
て
出
席
さ
れ

ま
し
た
。出
席
者
同
士
が
親
睦
を

深
め
た
会
は
１
時
間
半
ほ
ど
で
散

会
と
な
り
ま
し
た
。（

広
報 

坂
田
）

第
５
町
内
会

定
期
総
会

　

４
月
13
日
（
土
）
午
後
６
時

よ
り
定
期
総
会
が
、
55
名
参
加

し
て
新
川
地
区
会
館
２
階
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

鈴
木
総
務
部
長
の
司
会

で
始
ま
り
、
佐
久
間
会
長

の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
議
長
に
野
口
氏
が

選
出
さ
れ
議
事
に
入
り
ま

し
た
。

　

平
成
30
年
度
事
業
報
告
、

会
計
収
支
決
算
報
告
、
会

計
監
査
報
告
が
あ
り
、
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
続
い

て
平
成
31
年
度
事
業
計
画

案
、
収
支
予
算
案
及
び
災

害
対
策
費
・
特
別
会
計
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て

役
員
の
改
選
が
あ
り
、
承

認
さ
れ
、
新
任
の
部
長
、

副
部
長
、
ブ
ロ
ッ
ク
総
務

及
び
班
長
の
紹
介
が
あ
り
ま
し

た
。
以
上
で
議
事
は
全
て
終
わ

り
、
総
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
、
懇
親
会
を
行

い
、
親
睦
を
深
め
解
散
と
な
り

ま
し
た
。　

（
栗
山
）

令
和
元
年
度

「
新
川
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

  
役
員
総
会
」
開
催

第
３
町
内
会

平
成
31
年
度
定
期
総
会

　

４
月
14
日
、サ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

に
て
平
成
31（
令
和
元
）年
度
の
町

内
会
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

例
年
通
り
前
年
度
の
活
動
や

会
計
決
算
の
報
告
・
監
査
報
告
、

さ
ら
に
新
た
な
活
動
計
画
や
会

計
予
算
が
提
案
さ
れ
全
会
一
致
で

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

役
員
改
選
で
は
、大
澤
前
会
長

が
会
長
代
理
と
な
り
、新
た
に
山

内
秀
治
副
会
長
が
、新
会
長
に
選

出
さ
れ
ま
し
た
。新
会
長
の
も
と
、

一
層
力
を
合
わ
せ
豊
か
な
活
動
に

し
て
い
こ
う
と
話
し
合
わ
れ
ま
し

た
。

　

懇
親
会
で
は
、全
員
で
新
川「
さ

く
ら
並
木
」の
う
た
と「
北
国
の

春
」を
熱
唱
、お
お
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。　　
　
　

 

（
総
務
部
）

011-700-2233

札幌市北区新川４条１丁目3-3
ecoa新川クリニックモール 2階

診 療 時 間

9:30～12:30

13:30～18:30

月 火 水 木 金 土院長・医学博士

前田 貴美人
日本眼科学会認定 眼科専門医

詳しくはホームページをご覧ください http://www.maeda-eye-cl .com/

新川
中学校 新 

川 

駅
通
町
栄
似
琴

セイコー
マート館

ヤ
イ
タ

郵便局

新川中央
小学校

新川まえだ眼科

JR学園都市線
新川駅向かい

駐車場
あり

　　・定期総会
　　・三役会
　　・理事会
　　・幹事会
　　・役員会
　　・実行委員会
　　・新川地区コミュニティ
　　  ネットワーク会議
さくらフェスティバル「クリーン作戦」
（環境衛生部）
町内会加入促進パンフレット
「さくら並木のあるまち新川」の
活用（各町内会）
新川さくら並木植樹20周年記念事業
「新川夜ざくら」
（Cネット会議　協力～連町）
さくらフェスティバル「音楽祭」
（全専門部）
さくらフェスティバル
「ウォーキング大会」
（全専門部、青少年育成委員会）
さくら並木出前授業

すこやかフェスタin新川
（社会福祉部、女性部、地区社協）
北海道マラソンに協力（各町内会）
日赤社資募集に協力（各町内会）
新川中学校
「総合的な学習の時間」への協力

新川さくら並木交通安全街頭啓発
連町防災訓練（防犯防災部）
社会見学（文教部）
防犯講習会（防犯防災部）
共同募金運動に協力（各町内会）
新年交礼会（総務部、女性部）
交通安全運動街頭啓発（交通安全部）
体験型自転車教室

自主防犯パトロール（防犯防災部）
振り込め詐欺注意喚起（防犯防災部）
スポーツ大会（体育部）
高齢者見守り活動（社会福祉部）
連町機関紙（広報部）
ごみ出しマナー普及啓発
まちづくりセンター企画への協力

事　　　業 開催日時 内　　　容
5月25日㈯
年6回程度
年6回程度
年2回程度
年3回程度
必要に応じて
年2回程度

4月21日（日）

通　年

5月3日㈮～5日㈰
18：30~20：30

5月11日㈯

5月19日㈰

6～7月

7月予定

8月25日㈰
5～9月

7～9月

9～10月
10月予定
9月予定
11月予定
10～12月
1月上旬予定
年4回
4～9月

通　年
年6回
年4回
通　年
年4回
通年
随時

新川地区のまちづくり団体（約60団体）
で構成。団体間の情報共有を図る。
新川上の橋～新川中央橋
手前（北区境界）で実施
編集委員の企画で作成した同パンフレットを、
町内会活動の理解や加入促進に役立てるため、
各単町において活用を図る。
北24条西19丁目 延長100m
新川夜ざくら実行委員会、新川地区
コミュニティネットワーク会議の主催
合唱・吹奏楽等
（サンプラザコンサートホール）
スタートは武蔵女子短大、新道下、
新川西おまつり広場、みはるかす緑地、
ゴールは新川記念会館
新光小学校、新川中央小学校からの
求めに応じ、3年生に対して授業を行う。
昨年度、新川西会館で実施した内容と同様の
ものを西札ふれあい会館にて開催予定
給水・スポンジ等ボランティア

新川中1学年が「地域に関心をもち理解を深め
自分達が何をしていくべきか」を学ぶ授業の
講師役約9名。時期未定
新川通り沿い6ブロックで実施
詳細未定
詳細未定
詳細未定

サンプラザで開催
春4月、夏7月、秋9月、冬11月に実施予定
新川中央小学校、新光小学校、
新川小学校、新川中央児童会館
青パト車6台によるパトロール
年金支給日に実施
卓球、ソフトボール、テニポン、ミニバレー
75才以上独居高齢者の見守り
138号～141号
詳細未定
防災用品（詳細未定）

令和元年度　連合町内会主要事業計画

各
種
会
議
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第
７
町
内
会

「
定
期
総
会
」開
催

　

４
月
20
日
（
土
）
18
時
か
ら

町
内
会
館
に
お
い
て
定
期
総
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
人

数
は
例
年
よ
り
少
な
か
っ
た
も

の
の
、
委
任
者
数
と

合
わ
せ
総
会
は
成
立

し
ま
し
た
。

　

大
山
会
長
の
挨
拶

で
始
ま
り
、
議
長
・

議
事
録
書
記
・
署

名
人
が
選
出
さ
れ
て

議
事
に
移
り
ま
し
た
。

前
年
度
事
業
・
決

算
・
監
査
の
各
報
告

が
そ
れ
ぞ
れ
担
当
役

員
か
ら
行
わ
れ
ま
し

た
。
続
い
て
新
年
度

事
業
計
画
・
予
算
・

役
員
改
選
の
各
提
案

が
な
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
・
提
案
の
い
ず

れ
も
承
認
さ
れ
、
役

員
に
つ
い
て
は
三
役

と
一
部
専
門
部
長
の

交
代
が
あ
り
ま
し
た
。

　

一
時
間
程
で
総
会

は
終
了
し
、
引
き
続

き
懇
親
会
を
行
い
ま

し
た
。
新
川
ま
ち
づ

く
り
セ
ン
タ
ー
の
森

前
所
長
と
前
田
新
所
長
を
来
賓

に
お
招
き
し
ま
し
た
。
来
年
50

周
年
を
迎
え
る
町
内
会
設
立
記

念
行
事
に
何
を
す
る
か
な
ど
を

話
題
に
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

（
広
報　

坂
田
）

東
町
内
会

第
44
回
定
期
総
会

　

４
月
21
日
（
日
）
午
後
１
時

30
分
よ
り
、
新
川
西
会
館
で
74

名
が
出
席
し
て
開
催
し
、
事
業

報
告
、
決
算
報
告
、
監
査
報
告

を
承
認
し
、
新
年
度
の
事
業
計

画
、
予
算
案
を
採
択
し
、
役
員

改
選
の
後
終
了
し
ま
し
た
。

第
８
町
内
会

「
平
成
31
年
度
定
期
総
会
」

終
了
す
る

　

去
る
４
月
13
日（
土
）午
前
11
時

か
ら
、新
旧
の
班
長
を
中
心
と
し

た
55
名
の
参
加
者
を
も
っ
て
定
期

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
長
の
挨
拶
の
後
、29
班
の
増
田

順
一
さ
ん
を
議
長
に
選
出
し
、執

行
部
よ
り
平
成
30
年
度
の
事
業

報
告
・
収
支
決
算
報
告
・
会
計
監

査
結
果
が
報
告
さ
れ
、特
に
質
疑
・

応
答
も
な
く
拍
手
で
承
認
さ
れ

ま
し
た
。続
い
て
、平
成
31
年
度
の

事
業
計
画（
案
）・
収
支
予
算（
案
）

が
提
案
さ
れ
、一
部「
特
別
基
金
会

計
」の
在
り
方
な
ど
に
つ
い
て
の
質

疑
が
あ
り
ま
し
た
が
、

今
後
の
在
り
方
、運

営
方
法
も
含
め
執
行

部
に
一
任
す
る
こ
と

で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
役
員
改
選
期

に
あ
た
り
、３
人
の

方
が
退
任
し
、２
名

の
方
が
新
し
く
役
員

と
し
て
参
加
し
て
頂

き
ま
し
た
。

総
会
の
後
は
、懇
親

会
で
会
員
同
士
の
交

流
を
深
め
、無
事
総

会
を
終
了
し
ま
し
た
。

（
会
長　

玉
置
）

み
ど
り
町
内
会

定
期
総
会
終
了

　

４
月
20
日（
土
）、13
時
よ
り
新

川
皇
大
神
社
に
て
、新
川
み
ど
り

町
内
会
定
期
総
会
を
行
い
ま
し
た
。

出
席
者
は
総
勢
53
名（
昨
年
55

名
）で
し
た
。

　

会
員
の
活
発
な
議
論
の
後
、決

算
報
告
ほ
か
、全
て
議
案
通
り
議

決
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
決
内
容
の
詳
細
は
、会
員
に

回
覧
で
報
告
い
た
し
ま
し
た
。

公
園
町
内
会

定
期
総
会

　

４
月
21
日（
日
）午
前
10
時
よ
り
、

新
川
公
園
会
館
２
階
大
会
議
室
に

て
、会
員
78
名
が
出
席
し
て
平
成

31
年
度
新
川
公
園
町
内
会
定
期

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。米
野

町
内
会
長
の
挨
拶
の
後
、報
告
事

項
と
審
議
事
項
に
つ
い
て
原
案
の

と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

新
役
員
の
紹
介
も
あ
り
新
体
制
で

の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
す
。昨
年
度

で
退
任
と
な
る
役
員
の
皆
様
は
大

変
ご
苦
労
様
で
し
た
。

　

皆
さ
ん
本
年
度
も
町
内
会
活
動

が
活
発
に
行
わ
れ
る
よ
う
ご
協
力

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

第
４
町
内
会

定
期
総
会

　

４
月
13
日
13
時
か
ら
地
区
会

館
２
階
集
会
室
で
開
催
。

第
６
町
内
会

平
成
31
年
度
定
期
総
会

　

４
月
28
日
（
日
）
11
時
よ
り

新
川
地
区
会
館
に
お
い
て
定
期

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
間
会
長
の
挨
拶
に
は
じ
ま

り
、
議
長
、
書
記
を
選
出
し
、

次
第
に
の
っ
と
り
進
め
ら
れ

ま
し
た
。
平
成
30
年
度
事
業
報

告
・
会
計
決
算
報
告
等
が
審
議
、

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
次
に
平
成

31
年
度
事
業
計
画
・
会
計
予
算

の
審
議
を
行
い
、
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
新
役
員
・
新

班
長
の
紹
介
及
び
会
長
表
彰
が

行
わ
れ
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
懇
親
会
が
行
わ
れ

て
終
了
し
ま
し
た
。

（
広
報
部　

中
野
）

ポ
プ
ラ
町
内
会

定
期
総
会

　

４
月
28
日（
日
）午
後
５
時
か
ら

新
琴
似
南
会
館
に
て
、55
名
が
出

席
し
て
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

越
後
会
長
の
挨
拶
の
後
、佐
藤

八
正
氏
を
議
長
に
選
出
し
議
事
に

入
り
ま
し
た
。平
成
30
年
度
の
事

業
報
告
・一
般
会
計
決
算
の
報
告
が

あ
り
、質
疑
応
答
の
上
承
認
可
決
。

引
続
き
２
０
１
９
年
度
の
事
業
計

画（
案
）・一
般
会
計
予
算（
案
）が

提
案
さ
れ
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
年
度
の
予
算
に
は
、高
齢
化

に
伴
う
班
長
等
の
役
割
の
負
担
軽

減
策
が
織
り
込
ま
れ
ま
し
た
。総

会
後
は
親
睦
会
が
行
わ
れ
、意
見

交
換
・
親
交
を
深
め
ま
し
た
。

第
２
町
内
会

定
期
総
会

　

新
川
第
２
町
内
会
の
平
成
31

年
度
定
期
総
会
が
朝
日
ケ
ア

ホ
ー
ム
で
５
月
８
日
午
後
６
時

よ
り
18
名
が
参
加
し
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

会
長
挨
拶
の
後
、
斉
藤
副
会

長
を
議
長
に
選
出
し
、
平
成
30

年
度
事
業
・
会
計
決
算
・
監
査

の
各
報
告
を
了
承
頂
き
ま
し
た
。

新
年
度
の
事
業
・
予
算
案
の
提

案
前
に
、
新
田
会
長
、
圡
生
・

斉
藤
副
会
長
の
現
三
役
の
退
任

が
提
案
・
了
承
さ
れ
、
加
藤
昭

会
長
、
中
山
勝
副
会
長
、
土
佐

恵
子
会
計
を
新
三
役
に
決
定
し

ま
し
た
。
新
会
長
か
ら
挨
拶
と

新
役
員
の
紹
介
を
し
て
頂
き
、

令
和
元
年
度
事
業
・
会
計
予
算

案
が
提
案
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

役
員
は
、
総
務
正
副
部
長
・

社
会
福
祉
副
部
長
が
改
選
さ

れ
、
防
犯
防
災
・
交
通
安
全
・

文
教
・
体
育
・
女
性
・
環
境
衛

生
・
広
報
の
各
部
長
は
留
任
す

る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
は
令
和
に
向
っ
て
前
進
す

る
こ
と
を
誓
い
閉
会
し
ま
し

た
。　
　
　
　
　

 

（
新
田
記
）
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み
ど
り
町
内
会

新
川
さ
く
ら
並
木

　
　
　
ク
リ
ー
ン
作
戦

　

今
年
も
４
月
21
日
（
日
）
午

前
９
時
、
鴨
居
橋
集
合
で
西
陵

橋
ま
で
ゴ
ミ
拾
い
作
業
を
行
い

ま
し
た
。
参
加
者
は
子
供
13
名
、

大
人
63
名
の
合
計
76
名
で
、
約

40
分
で
終
了
し
ま
し
た
。

　

子
供
達
や
新
光
小
学
校
の
先

生
方
、
町
内
会
会
員
の
皆
様
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

年
々
ゴ
ミ
の
量
は
少
な
く
な

り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も
キ

レ
イ
な
さ
く
ら
並
木
を
守
る
た

め
、
作
戦
を
続
け
た
い
と
思
い

ま
す
。　
　

  

（
環
境
衛
生
部
）

第
７
町
内
会

資
源
回
収
と

　
　
　
春
の
町
内
清
掃

　

第
７
町
内
会
で
は
毎
月
第
３

日
曜
日
９
時
か
ら
町
内
会
活
動

資
金
の
一
助
に
し
よ
う
と
資
源

回
収
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

町
内
に
営
業
所
を
構
え
る

「
も
っ
か
い
ト
ラ
ス
ト
」
か
ら
３

台
の
車
両
を
借
用
し
、
役
員
と
当

番
班
の
班
長
を
合
わ
せ
た
十
数
名

で
回
収
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

４
月
は
連
合
町
内
会
の
「
ク

リ
ー
ン
作
戦
」
と
時
間
が
重
な
っ

た
た
め
、
ク
リ
ー
ン
作
戦
終
了
後

に
回
収
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
５
月
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

の
開
催
日
と
重
な
っ
た
た
め
、
前

日
18
日
（
土
）
に
資
源
回
収
を
繰

り
上
げ
て
行
い
、
そ
の
後
に
町
内

清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

　

清
掃
は
、
町
内
の
ち
か
ら
公
園

に
集
合
し
た
後
、
２
カ
所
の
公
園

と
町
内
会
館
に
分
か
れ
て
行
い
ま

し
た
。
公
園
で
は
草
刈
と
ゴ
ミ
拾

い
、
町
内
会
館
で
は
窓
拭
き
を
含

む
清
掃
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
参

加
者
に
は
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
持
ち

帰
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
お
手
伝

い
頂
い
た
皆
様
、
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。　

  

（
広
報　

坂
田
）

第
３
町
内
会

今
年
も
、き
れ
い
に
清
掃

　

４
月
21
日
、
今
年
は
三
つ
の

町
内
会
の
皆
さ
ん
が
十
字
街
公

園
に
集
合
し
、
さ
く
ら
並
木
沿

い
の
歩
道
や
斜
面
、
川
岸
の
ゴ

ミ
を
拾
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
春
め
い
た
光
の
中
、

枝
の
蕾
も
少
し
ず
つ
色
づ
き
膨

ら
ん
で
き
て
い
ま
し
た
。
夜
桜

も
楽
し
め
る
た
め
、
近
頃
は
新

川
の
名
所
と
し
て
多
く
の
皆
さ

ん
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
町
内
へ
戻
り
太
陽

公
園
や
通
り
の
清
掃
を
行
い
ま

し
た
。
草
は
短
く
、
ゴ
ミ
も
ほ

と
ん
ど
な
く
短
時
間
で
無
事
終

了
。
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
お

疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

　

こ
の
公
園
で
は
、
夏
休
み
に
子

ど
も
会
が
中
心
と
な
り
子
ど
も
と

大
人
の
ラ
ジ
オ
体
操
が
行
わ
れ
ま

す
。
多
く
の
皆
さ
ん
に
参
加
を
と
、

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。（

総
務
部
）

第
５
町
内
会

春
の
清
掃
と

　
　
　
　
花
壇
の
整
備

　

４
月
21
日
（
日
）
新
川
さ
く

ら
並
木
ク
リ
ー
ン
作
戦
と
町
内

の
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

　

天
候
も
良
い
中
、
新
川
の
土

手
と
西
ま
き
ば
公
園
、
町
内
を

清
掃
し
ま
し
た
。
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
に
は
清
掃
さ
れ
た
西

ま
き
ば
公
園
の
桜
が
開
花
し
て
、

こ
い
の
ぼ
り
が
元
気
に
泳
い
で

い
ま
し
た
。

　

５
月
９
日
（
木
）
花
壇
の
草

取
り
や
土
お
こ
し
を
な
ど
の
整

備
を
行
い
、
16
日
（
木
）
に
花

を
植
え
ま
し
た
。

　

新
川
さ
く
ら
並
木
ク
リ
ー
ン

作
戦
と
町
内
の
清
掃
に
続
き
平

日
に
行
わ
れ
た
花
壇
の
整
備
に

多
く
の
方
が

参
加
し
て
い

た
だ
き
ま
し

た
。
ご
苦
労

様
で
し
た
。

今
後
も
協
力

し
て
町
内
を

美
化
し
て
行

き
ま
し
ょ
う
。

（
栗
山
）

第
４
町
内
会

町
内
清
掃

　

４
月
21
日
10
時
、
笠
原
商
店

前
集
合
で
２
班
に
分
か
れ
て
町

内
清
掃
と
、
交
通
安
全
旗
・
子

供
避
難
所
旗
の
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

　

子
供
達
の
参
加
が
年
々
増
え

て
、
今
回
は
15
名
に
な
り
ま
し

た
。

東
町
内
会

児
童
見
守
り
隊
出
陣

　

４
月
８
日（
月
）午
前
９

時
か
ら
新
光
小
学
校
の
始

業
式
が
挙
行
さ
れ
た
際
に
、

東
町
内
会
児
童
見
守
り
隊

が
全
校
児
童
の
前
に
整
列

し
、司
会
の
先
生
か
ら「
毎

朝
、皆
さ
ん
の
登
校
時
に
街

頭
で
見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
て

い
る
方
々
で
す
」と
紹
介
さ

れ
、児
童
が
一
斉
に「
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
」と
声

を
そ
ろ
え
て
言
う
と
、見
守

り
隊
員
が
小
旗
を
振
っ
て

応
え
て
い
ま
し
た
。

　

児
童
見
守
り
隊
は
、早

速
翌
日
か
ら
行
動
を
開
始

し
、児
童
の
登
下
校
時
の

安
全
、挨
拶
の
励
行
、不
審

者
へ
の
監
視
等
に
当
っ
て
い

ま
す
。

第
８
町
内
会

花
植
え
と
春
の
町
内
清
掃

　

去
る
５
月
12
日
（
日
）
、

五
十
数
名
の
会
員
、
役
員
の
参

加
の
も
と
に
恒
例
の
花
植
え
と

町
内
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
こ
数
年
は
雨
や
強
風
に
見

舞
わ
れ
中
止
し
た
り
、
役
員
だ

け
で
花
植
え
を
し
た
り
し
ま
し
た

が
、
今
年
は
少
し
冷
た
い
風
は

あ
り
ま
し
た
が
好
天
に
恵
ま
れ
、

10
時
過
ぎ
に
は
３
か
所
の
花
壇

に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
40
分
程

の
時
間
を
か
け
、
約
６
０
０
株

の
花
を
植
え
ま
し
た 

。

　

そ
の
後
は
３
班
に
分
か
れ
て

町
内
清
掃
の
ゴ
ミ
拾
い
を
行
い
ま

し
た
。
最
後
は
ひ
ま
わ
り
公
園

に
集
ま
り
防
災
訓
練
の
ひ
と
つ

と
し
て
消
火
器
の
体
験
実
習
を

教
わ
り
、
タ
オ
ル
と
飲
物
を
受

け
取
っ
て
散
会
し
ま
し
た
。

（
会
長　

玉
置
）

無料送迎バス
運行中
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５
月
３
日
か
ら
５
日
の
３
日
間
、

昨
年
に
続
い
て「
新
川
夜
ざ
く
ら
」

を
、新
川
夜
ざ
く
ら
実
行
委
員
会

と
新
川
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
会
議
の
主
催
、当
連
合
町

内
会
の
協
力
で
、各
日
18
時
30
分

か
ら
20
時
30
分
の
２
時
間
ず
つ
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
催
に
当
っ
て
は
、３
月
下
旬
に

気
象
情
報
会
社
な
ど
が
発
表
し
て

い
る
開
花
・
満
開
予
想
日
を
参
考

に
開
催
日
を
決
定
し
ま
し
た
。し

か
し
、４
月
に
入
っ
て
か
ら
気
温
が

高
い
日
が
多
く
、昨
年
よ
り
２
日

早
く
開
花
し
、４
月
29
日
に
は
満

開
に
な
り
ま
し
た
。開
催
期
間
中

は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、地
域
の
方

の
み
な
ら
ず
、遠
方
か
ら
訪
れ
る

方
も
含
め
て
大
勢
の
皆
さ
ん
が
ラ

イ
ト
に
映
え
る
桜
を
楽
し
ま
れ
て

い
ま
し
た
。

　

今
年
は
北
警
察
署
の
蒔ま

き

苗な
え

敏
之

署
長
が
点
灯
式
に
出
席
さ
れ
る
な

ど
交
通
指
導
を
含
め
て
夜
ざ
く
ら

開
催
に
全
面
的
な
ご
協
力
を
頂
き

ま
し
た
。ま
た
、北
警
察
署
が
独
自

に
行
っ
て
い
る「
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ａ
の
さ
く

ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
協
力
し
て
サ

ク
ラ
リ
フ
レ
ク
タ
ー
と
い
う
反
射

材
を
桜
の
枝
に
括
り
付
け
て
展
示

し
ま
し
た
。　　
（
広
報　

坂
田
）

　

つ
ぼ
み
が
膨
ら
み
つ
つ
あ
る
桜

の
木
の
下
で
、４
月
21
日（
日
）９

時
か
ら
新
川
堤
防
の
さ
く
ら
並
木

沿
い
の
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。総

延
長
７
・
５
㎞
を
７
ブ
ロ
ッ
ク
に

分
か
れ
、そ
れ
ぞ
れ
最
寄
り
の
町

内
会
か
ら
の
参
加
者
に
地
域
の
小

学
校
・
中
学
校
・
高
校
か
ら
も
児
童

や
生
徒
が
加
わ
っ
て
ゴ
ミ
を
丁
寧

に
拾
い
集
め
ま
し
た
。ブ
ロ
ッ
ク
に

よ
っ
て
30
～
60
分
程
か
け
て
ゴ
ミ

拾
い
を
行
っ
た
結
果
、綺
麗
な
堤

防
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
ま
し
た
。

集
め
ら
れ
た
ゴ
ミ
は
そ
の
日
の
内

に
北
清
掃
事
務
所
に
よ
っ
て
収
集

さ
れ
ま
し
た
。

　

ゴ
ミ
の
量
は
年
々
少
な
く
な
っ

て
き
て
い
る
よ
う
で
す
が
、ゴ
ミ
の

種
類
は
空
き
缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

な
ど
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
が
相

変
わ
ら
ず
多
い
印
象
で
す
。

　

今
回
、一
部
の
集
合
場
所
変
更
に

つ
い
て
の
周
知
ミ
ス
が
あ
り
、混
乱

を
招
い
た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た

が
、無
事
に
作
戦
は
終
了
し
ま
し

た
。

　

今
回
の
作
戦
に
参
加
お
よ
び
ご

協
力
頂
い
た
皆
様
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。　  

（
広
報　

坂
田
）

　

５
月
11
日（
土
）、19
回
目
の「
新

川
さ
く
ら
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
音
楽

祭
」が
札
幌
サ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
を

会
場
に
開
か
れ
ま
し
た
。当
日
、気

温
は
や
や
低
め
で
は
あ
っ
た
も
の

の
晴
天
に
恵
ま
れ
た
中
、開
場
１

時
間
ほ
ど
前
か
ら
開
演
を
待
ち
わ

び
る
人
た
ち
が
並
び
始
め
、開
場

時
に
は
２
０
０
人
を
超
え
る
列
に

な
っ
て
お
り
、最
終
的
な
来
場
者

数
は
約
８
５
０
人
で
し
た
。

　

今
回
、会
場
内
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
は

札
幌
新
川
高
校
放
送
局
の
生
徒
２

名
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。は
じ

め
に
佐
久
間
連
町
会
長
に
よ
る
主

催
者
挨
拶
、見
上
北
区
長
に
よ
る

祝
辞
、来
賓
紹
介
と
一
連
の
セ
レ
モ

ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ル
ロ
ビ
ー
で
は
新
川
さ
く

ら
並
木
に
関
連
す
る
写
真
パ
ネ
ル

の
展
示
な
ど
を
行
う
と
共
に
、例

年
行
っ
て
い
る
さ
く
ら
並
木
募
金

に
は
、総
額
１
４
６
，９
３
８
円
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。ご
協
力
頂
い
た

皆
様
に
感
謝
致
し
ま
す
。

　

一
方
、15
組
が
出
演
し
て
、そ
れ

ぞ
れ
の
合
唱
や
演
奏
を
楽
し
ま
れ

て
い
る
方
々
が
大
勢
い
ら
っ
し
ゃ
る

中
で
、一
部
の
運
営
ス
タ
ッ
フ
や
観

客
に
周
囲
へ
の
配
慮
に
欠
け
る
言

葉
遣
い
や
行
動
が
見
受
け
ら
れ
た

こ
と
は
残
念
で
し
た
。次
回
か
ら
は

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
無
い
よ
う
に

注
意
を
促
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。　　
　
　

 

（
広
報　

坂
田
）

　

５
月
19
日（
日
）、快
晴
で
気
温

も
25
度
を
超
え
る
夏
日
の
中
、新

川
さ
く
ら
並
木
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大

会
が
行
わ
れ
、３
０
０
名
を
超
え

る
人
が
参
加
し
ま
し
た
。今
年
の

ス
タ
ー
ト
地
点
は
４
カ
所（
武
蔵

女
子
短
大
前
、新
道
下
、西
札
お
ま

つ
り
広
場
、見
は
る
か
す
緑
地
）で

し
た
。

　

各
ス
タ
ー
ト
地
点
で
は
、青
少

年
育
成
委
員
に
よ
る
参
加
者
の
受

付
が
行
わ
れ
た
後
、責
任
者
に
よ

る
挨
拶
、担
当
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る

注
意
事
項
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し

た
。参
加
者
は
各
町
内
会
の
ゼ
ッ
ケ

ン
を
着
け
て
ス
タ
ー
ト
し
、道
中
の

所
々
に
咲
く
八
重
桜
を
眺
め
た
り
、

川
面
を
跳
ね
る
魚
を
眺
め
た
り
な

ど
、そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ス
で
ゴ
ー
ル

の
新
川
記
念
会
館
を
目
指
し
ま
し

た
。武
蔵
女
子
短
大
前
か
ら
は
保

健
師
さ
ん
も
同
行
し
、参
加
者
の

体
調
の
変
化
に
気
を
配
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

新
川
記
念
会
館
前
で
は
、連
町

女
性
部
が
ゴ
ー
ル
し
た
参
加
者
か

ら
ゼ
ッ
ケ
ン
受
け
取
り
、北
保
健
セ

ン
タ
ー
か
ら
提
供
さ
れ
た
テ
ィ
ッ

シ
ュ・
タ
オ
ル

を
配
り
、会

館
内
で
は
弁

当
・
お
茶
を

渡
し
て
い
ま

し
た
。ま
た
、

結
核
予
防

会
と
北
保
健

セ
ン
タ
ー
の

協
力
に
よ
り
、

肺
年
齢
測

定
と
肺
が
ん

の
無
料
検
診

コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、希
望
者

が
受
診
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
強
い
日
差
し
の
下
で
の

大
会
で
し
た
が
、全
員
無
事
に
ゴ
ー

ル
し
何
よ
り
で
し
た
。

 

（
広
報　

坂
田
）

第
19
回 

新
川
さ
く
ら
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

第
19
回 

新
川
さ
く
ら
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

  

「
ク
リ
ー
ン
作
戦
」
実
施

第
19
回 

新
川
さ
く
ら
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
　
音
楽
祭

新
川
夜
ざ
く
ら

２
０
１
９

・循環器専門医3名を含む医師5名（内女性医師２名）がおり、ＣＴ、X線、エコーなど幅広い検査設備があります。
・心カテーテル検査（手術）、血管造影検査、認知症検査、胃・大腸内視鏡検査、骨密度測定等に対応可能です。

〒001-0933　札幌市北区新川西３条２丁目10番1号
  電話 011（764）3021  Fax 011（764）4331

（http://hokusei-hp.or.jp/index.html）

・糖尿病外来（毎週木（予約制））、禁煙外来
（毎週水・金（午後）予約制）～ネット予約可～が
あります（初診のみ）。 一般外来もネット予約
（毎週月・金午後限定）が可能です。
・一般病床５４床、療養病床８４床と合わせて
計１３８床があり、急性期～慢性期の患者様に
対応可能です。

各種健診を承っております
◆企業健診、◆協会ケンポ健診、◆特定健診“最新の血管造影装置”

（花川地区巡回路線あり～ホームページ掲載）

受付時間
診察時間
夜間・休日

午前 8：45～12：00 / 午後 13：15～16：00
午前 9：00～12：00 / 午後 13：30～
当直医が直接電話で対応し、必要に応じて診察治療を行います

8：45～12：00
9：00～(午後休診）

平日（月ー金） 土曜

診療科：内科・循環器内科・呼吸器内科・消化器内科・リハビリテーション科



  

編
集
後
記

　

元
号
が
令
和
に
な
り
、
単

町
で
も
役
員
の
交
代
が
あ
り

ま
し
た
。
広
報
部
も
新
た

な
メ
ン
バ
ー
が
加
わ
っ
て
今

号
の
発
行
に
当
た
り
ま
し
た
。

ま
た
、
今
号
で
は
掲
載
内
容

が
盛
り
沢
山
で
し
た
の
で
６

ペ
ー
ジ
で
の
発
行
に
し
ま
し

た
。
下
記
は
今
年
度
か
ら
の

広
報
部
員
で
す
。
引
き
続
き

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
坂
田
）

新
田　

啓
峰
（
第
２
）

田
畑　

晴
美
（
第
３
）

森　
　

庸
治
（
第
４
）

栗
山　
　

誠
（
第
５
）

佐
々
木
博
史
（
第
６
）

坂
田　

康
弘
（
第
７
・
連
町
）

玉
置　

保
弘
（
第
８
）

土
門　

文
彦
（
ポ
プ
ラ
）

藤
代　

欣
也
（
東
）

小
川　
二
郎
（
み
ど
り
）

入
井　

広
希
（
西
札
幌
）

中
川　
　

駿
（
公
園
）

　

以
前
か
ら
ご
案
内
し
て
い
た

連
合
町
内
会
の
新
た
な
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
す
が
、
連
合
町
内
会

理
事
会
の
承
認
を
受
け
て
作
成

作
業
を
外
注
し
た
結
果
、
３
月

下
旬
に
出
来
あ
が
り
公
開
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
新
た
な

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
パ
ソ
コ
ン
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
い
ず
れ
か

ら
で
も
閲
覧
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
検
索
画

面
で
検
索
文
字
列
に
「
新
川
さ

く
ら
並
木
連
合
町
内
会
」
と
入

力
す
る
と
検
索
結
果
に
「
新
川

さ
く
ら
並
木
連
合
町
内
会w

w
w

.
shinkaw

a-sakura.server-
shared.com

/

」
が
表
示
さ
れ

ま
す
の
で
、
そ
こ
か
ら
連
合
町

内
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
進
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

現
在
の
公
開
内
容
は
「
連
合

町
内
会
に
つ
い
て
」
「
連
合
町

内
会
の
役
員
」
「
さ
く
ら
並
木

に
つ
い
て
」
「
お
知
ら
せ
」

「
リ
ン
ク
ペ
ー
ジ
」
で
す
が
、

徐
々
に
内
容
を
充
実
さ
せ
て
い

き
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

（
広
報　

坂
田
）
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４
月
に
手
稲
区
か
ら
来
た
前

田
と
申
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

北
区
市
民
部
は
二
度
目
で
、
前

回
は
平
成
６
〜
11
年
に
総
務
企

画
課
広
聴
係
で
勤
務
を
し
て
お

り
ま
し
た
。

　

忘
れ
も
し
な
い
平
成
10
年
４

月
19
日
の
日
曜
日
午
前
10
時
。

カ
メ
ラ
を
ぶ
ら
下
げ
、
さ
く
ら

並
木
植
樹
の
取
材
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
こ
と
も
、
懐
か
し
く

思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
後
、
平
成
15
年

に
は
交
通
局
新
川
自
動
車
営
業

所
に
勤
務
。
新
川
西
地
区
の

方
々
と
は
、
ス
ク
ー
ル
便
で
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

閉
所
式
に
は
、
地
元
の
子
供
た

ち
を
招
待
し
て
、
バ
ス
車
内
で

お
し
る
こ
を
振
舞
っ
た
り
、
工

場
見
学
を
企
画
し
喜
ん
で
い
た

だ
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

　

こ
う
し
て
新
川
地
区
と
少
な

か
ら
ぬ
ご
縁
が
あ
る
と
勝
手
に

思
い
込
ん
で
い
る
者
で
す
が
、

昭
和
59
年
に
事
務
職
と
し
て
採

用
と
な
り
、
現
在
ま
で
35
年
間

勤
務
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
経

歴
の
半
分
は
福
祉
関
係
の
仕
事

で
す
。

　

４
月
か
ら
、
は
や
二
ヶ
月
が

経
過
し
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
間
、
４
月
21
日
の
「
ク

リ
ー
ン
作
戦
」
を
皮
切
り
に
、

５
月
19
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た

「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
」
を
含

む
第
19
回
さ
く
ら
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
関
係
の
数
々
の
イ
ベ
ン
ト

も
無
事
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
右
も
左
も
分
か
ら
な
い

所
長
が
足
を
引
っ
張
り
な
が
ら

も
、
イ
ベ
ン
ト
を
支
え
て
く
だ

さ
っ
た
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ま
に

は
、
こ
の
紙
面
を
借
り
て
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

４
月
着
任
後
、
ま
ず
始
め
た

こ
と
は
地
域
の
皆
様
の
活
動
を

こ
の
目
で
見
て
、
応
援
す
る
こ

と
で
し
た
。
４
月
３
日
以
降
、

雨
天
を
除
く
毎
日
、
新
入
学
期

の
特
別
交
通
安
全
指
導
を
こ
の

目
で
見
て
、
地
域
の
方
々
の
子

供
た
ち
の
安
全
に
気
を
配
る
姿

に
感
動
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
出
前
授
業
に
出
向
く

と
い
っ
た
、
地
域
の
歴
史
を
伝

え
る
活
動
を
盛
ん
に
行
っ
て
い

る
こ
と
に
感
心
い
た
し
ま
し
た
。

地
域
と
学
校
が
つ
な
が
る
こ
と

は
大
切
な
こ
と
で
す
。
さ
ら
に
、

子
供
た
ち
に
対
し
て
地
域
の
歴

史
を
伝
え
る
こ
と
は
、
郷
土
愛

を
育
む
と
と
も
に
、
地
域
を
未

来
に
託
す
こ
と
が
で
き
る
人
材

を
育
て
る
貴
重
な
財
産
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。

　

来
年
度
は
、
さ
く
ら
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
関
係
の
行
事
は
、
記

念
す
べ
き
第
20
回
を
迎
え
ま
す
。

こ
れ
か
ら
、
後
世
に
、
大
切
な

さ
く
ら
並
木
の
自
然
を
残
す
と

と
も
に
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
出

前
授
業
な
ど
を
通
じ
て
、
時
代

の
要
請
や
変
化
に
対
応
し
つ
つ
、

歴
史
や
文
化
を
継
承
し
な
が
ら
、

地
域
を
育
む
皆
様
の
活
動
を
縁

の
下
で
支
え
て
い
け
た
ら
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
皆
さ
ま
に
は
、

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
、
結
び

の
言
葉
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

５
月
10
日
（
金
）
に
Ｓ
Ｔ
Ｖ
で

放
送
さ
れ
た
「
ど
さ
ん
こ
ワ
イ
ド

１
７
９
」
内
で
知
ら
れ
ざ
る
北
海

道
の
歴
史
を
紹
介
す
る
「
札
幌
の

歴
史
を
歩
い
て
探
訪
！
て
く
て
く

洋
二
」
に
我
が
ま
ち
新
川
が
取
り

上
げ
ら
れ
、
当
連
合
町
内
会
の
佐

久
間
会
長
と
坂
田
顧
問
が
知
ら
れ

ざ
る
新
川
の
歴
史
の
案
内
役
と
し

て
出
演
さ
れ
ま
し
た
。

　

収
録
は
５
月
１
日
（
水
）
午
前

10
時
過
ぎ
か
ら
午
後
３
時
過
ぎ
ま

で
、
新
川
通
り
沿
い
３
ヵ
所
を
移

動
し
、
木
村
洋
二
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

と
佐
久
間
会
長
の
掛
け
合
い
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

最
初
の
新
川
上
の
橋
か
ら
新
川

橋
間
で
は
、
新
川
に
桜
並
木
が
作

ら
れ
た
経
緯
や
規
模
、
北
24
条
西

19
丁
目
に
建
て
ら
れ
て
い
る
記
念

碑
の
力
士
若
勇
関
の
功
績
な
ど
を

紹
介
し
て
い
ま
し
た
。
次
に
移
動

し
た
天
狗
橋
で
は
、
最
初
に
架
橋

を
請
け
負
っ
て
、
橋
の
名
の
由
来

に
も
な
っ
た
棟
梁
の
こ
と
を
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。
最
後
は
、
桜
並
木

の
終
点
で
あ
る
新
川
通
り
と
国
道

３
３
７
号
と
の
交
わ
る
と
こ
ろ
ま

で
移
動
し
、
植
樹
に
奔
走
さ
れ
た

坂
田
顧
問
が
10
年
20
年
後
の
桜
並

木
へ
の
思
い
を
馳
せ
て
い
ま
し
た
。

（
広
報　

坂
田
）

　

４
月
か
ら
新
川
ま
ち
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
の
支
援
員
と
し
て
勤

務
し
て
お
り
ま
す
（
体
型
が
）

大
型
新
人
の
小
笠
原
郁
子
で
す
。

　

昨
年
春
に
道
南
の
森
町
か
ら

札
幌
市
に
転
居
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
も
様
々
な
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
多
く
の

人
々
と
関
っ
て
ま
い
り
ま
し
た

の
で
、
皆
様
の
活
動
の
様
子
を

拝
見
し
て
そ
の
必
要
性
、
大
変

さ
は
私
も
共
感
で
き
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

以
前
住
ん
で
い
た
森
町
の
町

の
花
は
「
さ
く
ら
」
で
、
私
の

大
好
き
な
花
で
す
が
、
新
川
さ

く
ら
並
木
連
合
町
内
会
の
活
動

を
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
け

る
こ
と
に
何
か
し
ら
の
縁
を
感

じ
て
い
ま
す
。

　

同
じ
大
き
さ
の
五
枚
の
ハ
ー

ト
形
の
花
弁
が
揃
っ
て
美
し
く

咲
く
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
は
、
地
域

住
民
の
皆
様
、
様
々
な
活
動
を

企
画
運
営
す
る
役
員
の
皆
様
、

そ
れ
を
お
手
伝
い
す
る
ま
ち
づ

く
り
セ
ン
タ
ー
の
職
員
、
後
方

か
ら
支
援
い
た
だ
く
北
区
や
札

幌
市
、
皆
様
の
活
動
を
楽
し
み

に
さ
れ
て
い
る
多
く
の
人
々
、

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
に
も
似
て
い

る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
が
支
え
あ
っ
て
美
し
く
咲

き
、
あ
と
か
ら
開
く
青
葉
の
よ

う
な
次
世
代
の
子
ど
も
た
ち
に

繋
が
る
よ
う
、
微
力
な
が
ら
お

手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

連
合
町
内
会
の
新
た
な

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
公
開

新
支
援
員
紹
介

着
任
ご
挨
拶

ど
さ
ん
こ
ワ
イ
ド
１
７
９

新
川
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
　
所
長
　
前
田
　
　
淳

▲パソコン画面

◀スマホ画面


